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デザインから納品まで一貫生産を行う

自社製品を紹介する美藤社長

京阪高速出版印刷 株式会社
　大阪市北区で印刷業を営む京阪高速出版印刷㈱。自社一貫生産による確かな品質
と企画提案力で、多くのお客様から信頼を得ている同社は、競争の激しい印刷業界
で70年近く勝ち残ってきました。しかし一方で、先代社長の急死という苦難に見舞
われるなど、経営は決して順調なことばかりではありませんでした。先代の後を継ぐ
にあたり感じた想いと今後の展望について、代表取締役社長の美藤俊介氏にお伺い
しました。

創業の経緯について
　当社は、私の祖父が大学院生時代
に印刷業をスタートさせたのが始まり
です。当時はまだ活版印刷が主流な
時代でしたから、今後の技術革新によ
って効率的に印刷ができるようになれ
ば、この業界はもっと伸びていくと感
じて商売を始めたようです。
　創業間もない頃からのお客様も多
く、一番長くお付き合いさせていただ
いている教育関連のお客様とは、もう
50年以上のお取引になります。お客様
が業容を拡大され、取引量も増やさ
せていただき、それに伴って当社も成
長させていただきました。

先代の急逝と後を継ぐ覚悟
　6年前、当時の社長であった父が急
な病で亡くなりました。当時の私は一
社員でしかなく、年齢もまだ30代半ば
で会社を継ぐことも明確には考えてい
ませんでしたが、亡くなった父を安心
させたい気持ちが強く、社長を引き受
けることにしました。もちろん、いきな
り平社員から社長ということではな
く、一旦は役員を任せてもらい、その
間は母に社長をお願いしました。母に
頑張ってもらう間に、何とか成長して
亡くなった父に追いつこうと様々なこと
を勉強させてもらい、3年後、正式に
社長として就任しました。
　とはいえ、社長就任の時点でも、現

時点でも、私はまだまだ経営者として
父には遠く及びません。父は、お客様
の情報から資金繰り・社内人事・印刷
現場や材料仕入れまで、挙げればキリ
がないほど多くのデータを自分の頭の
中で管理しており、私たちもそれに頼
っているところがありました。その父
が急に亡くなり、お客様のことでも社
内のことでも把握できていないことが
多く出てきました。
　私が父の後任としてお得先様回りを
始めた頃、お客様に見積書を出したら
「美藤さん、これ間違ってますよ！」と
電話がかかってきたことがありまし
た。慌ててお客様のところへ行って詳
しく話を聞くと、「おそらくお父さんは
こんな風に計算されてたんだと思いま
す」と言って、私どもが把握できてい
なかった商品の詳細部分を逆に教えて
くださいました。そして、お客様の言う
とおりに見積もりし直したら値段が上
がってしまいました。私自身「いいんで
すか!?」と困惑しましたが、「これま
で、あなたのお父さんとはこうやってき
たし、それで御社に損をされたら困
る」と言って、もともと取引していた価
格で納めさせていただきました。
　このように、特に代替わりのタイミン
グでは、お客様に多くのご迷惑をおか
けしました。それでも変わらぬ取引を
続けていただいているのは、お客様の
優しさと、それまでの父の誠実な姿勢

があったからこそ、今でもこうして順調
に会社を続けられているのではないか
と感じています。

「できます」から広がる可能性
　父は「印刷業に集中しろ」という人で
した。もちろん、本業以外のことに手を
出して身動きが取れなくなったら元も子
もないという考えは分かりますが、お客
様と話をしていると「京阪さん、印刷以
外にもこういうことはできませんか」と
いう相談をいただくことがあります。そ
ういう時、私は必ず「できます」と言うよ
うにしてます。その場で「できません」と
言うことは簡単ですが、「できません」
から先には何の広がりもありえません。
当社はただの「印刷屋さん」ではなく、
「お客様にとってのよろず屋さん」のよ
うになれたらと思っています。そこまで
の仕事ができたら「京阪さんに頼んで
よかったな」と、お客様に感じていただ
けますし、値段だけの勝負から抜け出

すこともできます。こちらからも色 と々提
案させていただいて、最終的にお客様
の笑顔と信頼が得られれば、私たちも
良い仕事ができたなと思えます。
　もちろん挑戦には失敗や挫折がつき
ものです。過去には、お客様にご提案
できる直前になって、他社の権利の都
合によりお蔵入りになってしまった商品
もありました。それでも、当社が何かお
役に立てないかということを、常に模索
していこうと思います。

お客様との距離が近づくことで
全員の意識が変わる
　印刷現場というのは、他の製造現
場と同じで、直接お客様と触れ合う
機会が限られています。それゆえ、恥
ずかしい話、以前は来客への挨拶ひ
とつにしても、なかなかスムーズにで
きないこともありました。しかし、自
分たちの仕事の先にお客様がいるこ
とをもっと意識してほしいと感じ、最

近は工場見学として積極的にお客様
に来ていただいて、その中で社員たち
にも直接お客様と話をしてもらってい
ます。今では、当然ながら挨拶も、お
辞儀も、初歩的なことかもしれません
が「お客様に見られている」という意
識を持って仕事をしてくれているよう
です。
　それは目に見える振る舞いだけで
なく、製品の品質にも良い影響を与え
ているように感じます。「この前来ら
れた〇〇さんが、できあがったポスタ
ーを見て『すごく綺麗だ』と言ってた
よ」ということを社員に伝えたとき、や
はり一度お会いしていると、その言葉
をもらえた喜びや感じ方も違ってきま
すので、「じゃあ、どうやったらもっと
喜んでもらえるだろう」という方向に
自然と意識が向かいます。それが積
み重なることで、当社製品全般の品
質が維持向上される良いサイクルに
なっていくと思います。
　創業から品質を第一に考えてきた
当社ですが、今後もより一層お客様
に満足していただき、信頼していただ
ける商品づくり・関係づくりを進めて
いこうと思います。

貴重なお話をいただき、
誠にありがとうございました

長い歴史を持つ本業としてのポスターやチラシ
の印刷ほか、カレンダーや文房具、電子カタログ
など多彩な製品群を持つ同社。それを活かした
提案力と短納期対応で他社との差別化を図って
いる。

代表取締役社長：美藤 俊介
本社：大阪市北区中津2-3-21
創業：1948（昭和23）年9月1日
法人化：1961（昭和36）年9月20日
社員数：15名
事業内容：パンフレット・チラシ・
　　　　　カタログ・各種帳票・
　　　　　自費出版・マニュアルなど、
　　　　　商業印刷物全般

■多彩な製品群
「私は30代後半で、当然現場の職人の中には年
上の者もいます。お互いに自由に意見を言い合え
るような関係を作りつつ、まだまだ私の方が頼ら
せてもらっています」と美藤社長。工場の壁には
「紙一枚はお金なり！」の張り紙も。

■印刷現場の様子
「Partnership（パートナーシップ）」、「Planning 
power（企画提案力）」、「Printing variation（多
彩な印刷対応）」、「Professional technique（プ
ロの仕事）」、「People relation（人々との繋が
り）」。5つの“P”で、さらなる成長を目指す。

■５つの“Ｐ”でお客様の力に

京阪高速出版印刷 株式会社

偉大な先代の背中を乗り越え、
 「できます！」の一言で新たな可能性を広げる
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